
☆寄 稿☆

◇教授　亘理厚，日産自動車KK　　　　　　　　　　　　　　　　白井闊，須長石男，飯田信
「An　Evaluation　of　Stability　of　a　Motor　Vehicle　upon

Steering」12　th　Congres　of　FISITA，　Barcelona，　Spain．

（1968。5．22）

◇教授　亘理厚，トヨタ自動車工業KK　安達瑛二，三木淳，永

井守「Elastic　Vibration　Analysis　of　Automobile　Booy　Stru－

cture」1st　International　Conference　on　Vehicle　Mechanics
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，Detroit，　U．　S．　A。，（1968．　7．18）

◇教授　沢井善三郎「溶断機の数値制御について」溶接技術，16，

5，p．13～16（1968．5）

◇教授　山辺武郎「日本における塩水淡水化の現状一各論一イオ

ン交換膜電気透析法一総括」日本海水学会誌，22，p，］8～25
（1968．5）

◇助教授　河添邦太朗，研究嘱託　川井利長「合成ゼオライトの

新しい工業利用」化学工場，12，5，p．91～96（1968．5）

◇助教授　河添邦太朗「プラント内の流れ」第8同アイソトープ

会議論文集，p，276～278（1968．5）

◇助教授石田洋一，研究生長谷川隆，日立中央研永田文男
「日本金属学会第18回金属の組織写真賞入選作品」日本金属学会
会幸浸　7，　5　（1968，5）

☆受 賞☆

◇第2部　亘理厚教授は「An　Evaluation　of　Stabi】itv　of　a

Motor　Vehicle　upon　Steering」（日産自動車KK，白井闊，須

長石男，飯田信氏らと共著）の論文に対して“Manuel　Junoy
賞”を受けた（1968．5．23）．

☆海　外　渡　航☆

◇第5部　勝田高司教授は欧米諸国における高層住宅設備およ

び建築環境学上の諸問題について調査研究のため，5月16日出

発し，6月9日帰国．

◇第3部　尾上守夫教授はイタリア，ミラノにおいて開かれる，

1．E，　C国際会議に出席，またヨーnッパ各国の大学および研究

所の応用電子工学上の研究調査のため5月3i日出発し，6月17
日帰国．

◇第2部　植村恒義教授はスウェーデン，ストックホルムにお

いて開かれる第8回国際高速度写真会議に出席，またアメリカ

および欧州各国において同会議に関連する精密機器学の調査研

究のため，6月13日出発し，7月4日帰国の予定．
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